
令和元年６月１３日定例教授会議事抄録 

 

出 席 者 

  桝屋所長 

青山、池本、板倉、大木、黒田、小寺、佐藤、菅、園田、髙橋、髙見澤、中島、名和、

馬場、平勢、真鍋、森本、安冨の各教授 

  秋葉、池亀、上原、藏本、佐橋、鍾、塚本、古井、米野の各准教授 

海外渡航者 

松田教授 

 

 

議 事 

 ５月１６日開催の定例教授会の議事抄録を承認した。 

 

通知事項 

 １．教員等の公募 資料Ｐ６のとおり１件 

 ２．各種研究助成等の募集について 資料Ｐ７のとおり４件 

 

報告事項 

 ３．所長報告 

   桝屋所長より、以下の会議等について報告があった。 

１）科所長会議（５月２８日） 

① 東京大学喫煙対策実施要領の一部改正 

資料Ｐ９に基づき、東京大学喫煙対策実施要領の一部改正について報告があった。 

② 全学共通経費による基盤的学術雑誌等整備（第 4 期）の対象資料に係る調査の

実施報告 

    資料Ｐ１０～１１に基づき、全学共通経費による基盤的学術雑誌等整備（第 4 期）

の対象資料に係る調査の実施について報告があった。 

    ③ 民間企業等との共同研究契約等における研究支援経費 

    資料Ｐ１２～１６に基づき、民間企業等との共同研究契約等における研究支援経費

について説明があった。 

    ④ 安全保障輸出管理に関する徹底 

    資料Ｐ１７～１８に基づき、安全保障輸出管理に関する徹底について報告があった。 

⑤ 2019 年度夏季の休業状態実施方針 

佐納事務長より、資料Ｐ１９～２２に基づき、大学の方針を受け当研究所も夏季の

休業状態を実施すること、実施日は本部と同じ８月１３日（火）、１４日（水）の２

日間とすることとした旨報告があった。 

また、改正労働基準法の施行により、年 5 日の年次有給休暇を取っていただきたい

との要請と、今年度新設されたリフレッシュ休暇は年次有給休暇に含まれないとの注

意喚起があった。 



⑥ 利益相反事例集の作成と利益相反マネジメント研修会の開催案内 

資料Ｐ２３～２４に基づき、利益相反事例集の作成と利益相反マネジメント研修会

の開催案内について説明があった。 

⑦ 配付資料「学際知の俯瞰力」に基づき、教養学部創立７０周年記念シンポジウ

ム「学際知の俯瞰力」について、７月７日（日）に開催予定である旨案内があった。 

２）評価委員会（６月４日） 

資料Ｐ２７～３６に基づき、東京大学の教員評価制度に関するメタ評価報告書につ

いて報告があった。 

３）科所長会議（６月４日） 

  ① 東京大学事業化推進助成制度（東京大学 GAP ファンドプログラム）第四期及び

増額公募 

  資料Ｐ３８～４４に基づき、東京大学事業化推進助成制度（東京大学 GAP ファンド

プログラム）第四期及び増額公募について説明があった。 

② 第 18 回ホームカミングデイ 

  資料Ｐ４５に基づき、１０月１９日（土）に開催予定の第 18 回ホームカミングデイ

について、説明があり、当研究所では公開講座を実施する予定であるため協力願いた

いとの要請があった。 

   ③ 東京カレッジ講演会の案内 

   資料Ｐ４６～４９に基づき、東京カレッジ講演会の案内について報告があった。 

   ④ 「宇佐見圭司《きずな》から出発して」シンポジウム報告書 

   「宇佐見圭司《きずな》から出発して」シンポジウム報告書について説明があった。 

⑤ 社会科学研究所サマーセミナー 

資料Ｐ５０に基づき、８月８日（木）に開催予定の社会科学研究所サマーセミナー

について案内があった。 

⑥ TIA かけはし 成果報告会 

資料Ｐ５１～５２に基づき、TIA かけはし 成果報告会について案内があった。 

４）予算委員会（６月４日） 

資料Ｐ５３～７３に基づき、同会議での議事概要について説明があり、教員採用可

能数再配分に関しては不採択となった旨報告があった。 

５）第７８回国立大学附置研究所・センター会議総会 （５月２３日～２４日） 

  ① 今年度の常置委員会第３部会委員であること、このことにより第３部会の部会

長としてシンポジウムを１０月１８日（金）に開催するので、講師となる教員に協力

要請があった。 

② 第３部会では、第６期科学技術基本計画に向けた附置研・センターの意見表明

及び共同利用・共同研究拠点事業中間評価について議論されたとの報告があった。 

６）全学自由研究ゼミナールの担当教員について 

資料Ｐ７４に基づき、全学自由研究ゼミナールの担当教員について説明があった。 

７）教員の海外渡航について（報告） 

資料Ｐ７５～７６に基づき、６件を承認した旨報告があった。 

８）委員等・非常勤講師の応嘱について 



資料Ｐ７７～７８のとおり委員等２件、非常勤講師等１件を承認した旨報告があっ

た。 

９）その他 

① 本日１７時から、１階ロビーにおいてネットワーキングアジアが開催される旨

の周知があった。 

② 小寺教授より、ASNET の現状について説明があり、今後の運営について検討す

るためワーキンググループを立ち上げる旨報告があった。 

 

４．各委員会報告 

１）財務委員会 

特になし。 

  ２）インフラ委員会 

安冨委員長より、 

① ポンプ修理工事を実施した旨報告があった。 

② 本所建物外観の撮影は問題ないが、建物に入る映像（動画）については、入口 

が自動扉であり防犯上の理由から撮影をしないよう要請があった。 

③ 入退館システムについて不具合があるため新たにシステムの導入について検討 

している旨報告があった。 

３）情報・広報委員会 

秋葉委員より、今年度のホームカミングデイ（10/19（土））公開講座について、秋

葉准教授と米野准教授が担当する旨報告があった。 

４）研究企画委員会 

① 青山委員長より、資料Ｐ７９に基づき、２０２０年度以降 刊行予定者について

報告があった。 

② 藏本委員より、資料Ｐ８０に基づき、２０１９年度の定例研究会の発表予定者

について報告があった。 

５）図書委員会 

大木委員長代理より 

① 金沢文庫展示資料について資料搬出を６月２７日に行う旨説明があった。 

② 加納啓良名誉教授所蔵本の寄贈について受け入れる旨報告があった。 

③ アジア研究図書館の漢籍について総合図書館、人文社会科学研究所と打合せを  

行った。今後資料の移動、貸出し条件等の検討も予定される旨説明があった。 

６）東洋学研究情報センター委員会 

平勢委員長より、回覧資料に基づき、金沢文庫からのセンター所蔵品の出陳依頼に

ついて報告があった。 

７）ＧＪＳ委員会 

園田委員長より、 

① ７月１日に講義とグループワーク、７月２日から９日までの授業（午前）は、

佐藤教授、佐橋准教授、鍾准教授、その他の教員が担当し午後はフィールドトリップ

が実施される旨報告があった。 



② ７月１１日午後から留学生を含む学生グループの研究成果発表会が開催される

旨報告があった。 

  ８）ＥＡＡ委員会 

特になし。 

９）その他 

名和環境安全管理室長より、 

① ５月１５日に実施した産業医職場巡視・部局長パトロール結果について概要は

５月１６日教授会にて報告済みであるが、正式に指摘事項が届いたので該当の研究室

等に送付した対応依頼メールのとおりご協力いただきたい旨説明があった。 

② 2019 年度ストレスチェックの実施について平成２７年度以降毎年、年１回実施

しており、本年度は７月４日（木）から７月３１日（水）の期間で実施すること、ま

た、正式な通知等がポータルに掲載され次第、担当より依頼するので受検していただ

きたい旨協力要請があった。 

 

 ５．その他 

   ① 板倉教授より、金沢文庫展示のチケット及びチラシの配付について説明があり、

関係者へ周知していただきたい旨依頼があった。 

   ② 佐納事務長より、資料Ｐ８３～８５に基づき、窓枠他改修工事の工程表について

説明があった。 

 

審議事項 

６．教員の海外渡航について 

   資料Ｐ８６～８８のとおり９件が承認された。 

   このことに関連し桝屋所長より、資料Ｐ８９～９０に基づき、危険情報発出地域への

渡航について説明があり、レベル３以上については原則渡航の許可はしないのでご注意

願いたいとの要請があった。 

７．訪問研究員の受け入れについて 

   該当教員より説明があり、資料Ｐ９２～９４のとおり６件の受入れが承認された。 

８. 私学研修員の受け入れについて 

   該当教員より、資料Ｐ９５～９６に基づき説明があり、１件の受入れが承認された。 

９. 研究協力者の申請について 

   青山研究企画委員長及び菅教授より、資料Ｐ９７および回覧資料に基づき説明があり、

承認された。 

10. 中央研究院社会学研究所との部局国際交流協定の更新について 

   園田教授より、資料Ｐ９８～１０２に基づき、中央研究院社会学研究所との部局国際

交流協定を更新することについて提案があり、交流担当教員を研究企画委員長に修正す

ることが確認され、承認された。 

11. インドネシア大学との全学国際交流協定の更新について 

青山教授より、資料Ｐ１０３～１０５に基づき、インドネシア大学との全学国際交流

協定を更新することについて提案があり、承認された。 



12. アジア国際研究イニシアティヴの形成について 

   青山研究企画委員長より、資料Ｐ１０６に基づき説明があり、議論した結果、引き続

き研究企画委員会にて検討していくこととなった。 

13．2018 年度決算について 

髙橋財務委員長から、資料Ｐ１０７～１１３に基づき、前回教授会より修正等がない

旨説明があり、承認された。 

14.2019 年度予算配分案について 

   髙橋財務委員長から、資料Ｐ１１４～１１６に基づき説明があり、一部留学生経費に

ついて修正のうえ、承認された。 

15．その他 

   特になし 

 

以上 


